
圏
全
局
供
出
代
用
品

並
に
資
材
の
配
給
に
就
て

金
息
の
B
l収
も
愈
々
非
常
叫
収
に
迄

強
化
さ
れ
て
拳
り
ま
し
た
､
之
t･J_求

局
が
各
々
緊
迫
か
加

へ
食
思
の
供
給

も
必
賓
W
す
る
こ
+)
か
物
語
っ
て
居

る
盃
竣
t/
あ
り
ま
了
｡

商
家
は
亀
鑑
金
庫
か
必
薮
1J
L
他
の

凡
ゆ
る
物
資
が
不
足
し
て
居
る
中
に

も
出
火
得
る
取
り
博
艮
生
活
の
L
に

文
辞
私
兵

へ
な

い
億
供
出
に
鯛

ゆ
る

Qt
l
部
l1
打
て
ti
代
同
点
侵
せ
等
な

し
て
代
幹品
..b
仲
批
話
す
rQ
.
ITJ･に

し
叉
取
出
さ
れ
iL
を
議
か
瑞
昏
晶
TJ

交
換
す
.C
.
'亡
に
な
っ
て

ゐま
.,･
~

又
簸
,1
於
て
-
出
水
得
tQ
摂
り
代
甘

資
材
の
的
腰
も
す
る
=
.～)
に
し
て
幹

り
ま
す
｡

辞
常
凶
収
物
件
中
代
辞
品
'}
突
抜
に

上り回収するものは

水社止水故国'水荘畳水葬南

停
辻
武
雄

.紘
.脂
.'
怒
持

す
節

義
7
7d

r水
人
影
'
水
滋
給
水
耗

8..'i谷
.
甲

叫
'
戸

レ
ー
ル
~
熊
諸

藩
.
敢
錐
､
射
好
F
品
等

で
も
り
ま
で
が
供
出
者
瓜
,1
於
て
_

代

替物の品質等に付て鉱
水
兎
角

の
非
杜
が
ち
り
ま
丁
が
弁
済
椿
の
･
.

7,
で

t･
か
ら
印
字
L.=
T
L･J
一也
は
御
取

ひ
致
し
ま
す
､
<
･1
代
替
品
と

.て
J

研

究

Lr研
aJ私
議

-1
て
街

､
柁
tJ混

丁<
･J
の
.か
出
城
ィ
､あ
ま
√
か
ら
相
悠

御期待に洩･一(,
る

･.～)
～)恩
ひ
ま
す

近-殿に於て
i

.Jれ
等
代
替
品
◎

展
示
書
も
施
し
L
i
い
tJ
考

(
て

屠
り

ま
す
｡

攻
に
頗
樋
の
代
替
資
材
で
わ
る
詑
鉛

板
に
付
て
で
あ
り
ま
す
が
官
財
は
樋

も
供
出
丁
五
人
が
非
常
に
抄
-
反
射

に
韮
鉛
板
の
割
雷
は
相
譜
あ
っ
L
も

の
で
す
か
ち
申
込
み
決
っ
て
配
合
わ

し
て
ゐ
よ
し
C
が
盛
ん
に
供
出
さ
れ

る
億
に
な
る
+)亜

鉛
版
は
反
封
に
不

足
し
て
ま
い
り
､
や
む
な
待
す
先
づ

供
出
J
,さ
れ
~
之
に
市
町
村
長
の
監

明
が
無
け
れ
ば
旬
給
を
し
な
い
こ
}J

に
L
t
さ
ら
に
旗

へ
申
込
の
屈

'>
iJ

細
字
'1
よ
り
切
符
を
奇
行
で
る
こ
1rJ

に
し
ま
L
i1
.-
が
束
だ
油

乾
して
頂

け

る新王で行･YJませんのて残念

に息ってゐ土71然し何時で-

厨
か
ら
配
給
.･J
･一
Z
わ
れ
は
右
の
方
法

で
在
に
各
町
村

別

に
鞄
め
ノJ
配
給
致

し
i
L了
か
ら
解
放
佃
丁
さ

い
｡

吹
11
火
鉢
の
代
替
品
で
了
.&
耽
..隣

組
,&
通
じ
て
御
車
払
.1
セ
リ
よ
し
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抽
世
芙

鉢
一i
そ
の
大
部

分が出衆

と
･J
C
.か
ら
近
-
山
糊
町

村より順

次
地
元
生
産
打
か
ら
僻
遠
付
申
上
げ

･Q
こ
と
二
七
つ
て
ゐ
ま
.･
ー
冬
の
凍

る
古
に
は
何
手
元
･L!届
く
.
,ヾ
J
W
存

じ
立
て
か
ら
御
安
心
｢
さ
'.,
｡

芋
鴇
(ず
い
き
)を

供
出
し
ま
せ
う

で

い
､一Jに
天
然
乾
物
ミ
し
て
焦
茸
償

盾
が
勝
っ
て
ゐ
る
外
項
柊

が
比
較
的

低
廉
で
す
の
で

軍
甫
品
ミ
し
て

放
出

す
る
に
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恰
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の
も
の

,ヾ
d

:(_
れ
ま

了.十
年
HL梅
雨
期
に
多
生
の
降
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丸

ま
し
た
の
で

L
被
の
地
方
で
は
芋
よ

り
成
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は
良
好
の
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で
す
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促
衆
愚

爪
が
腐
積
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し
て
托

｢
メ
イ

千
芋
｣
白
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専
ら
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ま
れ
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利
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せ
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れ
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伏
る
枝
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す
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す

L
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斯
か
る
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限
ら
れ
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J
の
で
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七
-
侶
合
銀
態
扶
収
用
の

品
種
に
ち
つ
て
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其
の
硯
葦
革
か
紛

妊
¢
も
の
鉄
に
宍
席
が
赤
味
も
点
す

る
か
或
托
久
発
色
か
野
び
る
品
楠
が

良
く
銃
や
九
蘭
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や
唐
の
芋
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如
}
J

大
形
の
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盛
か
生
T

t冨
山｡
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の
中
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の
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穫
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扶
収
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茶
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紫
の
鎗

リ
破
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な
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し
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地
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町
吟
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切
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放
つ
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井
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切
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捨
て
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に
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よ
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蒋
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薮
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潅
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澄
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光
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催
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落
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櫛
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叫
町
内
昏

信
柴
山
町
内
甘

中
之
町
町
内
e
l

物
償
便
り

乱

絵

琵

戦
争
に
慶
つ

(i>り伐
的
領
致
唖
に
協

力
し
L.
頂
く

Stにt
I
た
づ
茄
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収
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落
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簿
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取
局
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大
局
■瓜
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突
入し

.怒
我

の
時

舷を決
了
一Q
は

㌦

･.ろ血

L

P

新

穀
感
謝
の

念
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深
め

'
粂
年
の

増

産
に

憶

へ
よ

つヽ

二
十
三
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に
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細
管

条
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.LL巌
滋
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斤
ほれ
ま
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銅
艮
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新

穀
感
樹
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念
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砕
け

ま
せ･つ
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q･食
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J
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瓦
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｡
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互
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｣
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ぶ
り
､
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よ
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‥
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決心か固
め
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う
｡

(
一
)
J;々
の
丈
,t
で

ある女権
を
大
い
に

町立し
､
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王
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げ
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,
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蔽
甘
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軒
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ま
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か
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(
ニ
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落
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換
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磁
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落
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廿
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収
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■7
.t'.
:

:.
.,T:1.言
.I{
1
'.
:I:いい

朝
ひ
す

う

I?)_こな
り
よ
し

i1.

rj氏
各
止

しおかれ
ま
し
て

に節用

の

炭
.i容

易
i･ち
ぎ
か

･J･rJ
に怨む

致
･･JJt
t

や
こそ
扱
旨
も

潔薮し

て
感
幣
興

起すべ
き
放
た
そ

言
を

肝
に二
が
せ

られー
友
野
文
題

Hq日¢

実
現
必
戊

に
一段
の
抑
努
rl

ち
ら･～

二
王
を
仙

詔する
次
第
で
あ

ります

井
越
顎
日

l
~
食
棚

り

増連
tJ

確
保

(
メ
)
淡
.
捗
､

甘粕

特鈴甘
ib
の

主
Lj(丑
和

樹崖に
つ

いてW.
夫

々

の
季
節
に

臆
'J関
係

eS月の
輪
噂

に
依
り
生

産臼む
む

確保す
る

)ヾ

共
に
特
.1

4
年に
歩

の生産
に

1

段
の
努
力

む触法
す

る,)モー
夢

作
に
つ
い

ては衣
作

可位の
上
地

は
悉
く
利

用する
})

典ーこ罷槌
夫

の
他
生
蕗

鼓
稗の
改

号
に依
り

汎

用
的
増
産

を取る
二

王｡

(
｡
)庶
念
紹

3㍍非常
河

鹿につ
いて

戦
場

するこ
せ
｡

二
'

木材生産
ヾ
J

ttti段
の
非
常

桶屋

(

T
)7

年五月以
頼
.u
民
法
F
の
下

に

林敗T.F
幽
決
板

荘
動
む
姑
開

t
)し

紡
糸木
材
生
産

の
野
に
於
.,

て
ti

相甘の成
鼓

J,参
け
柑

(ト
も

-今
後
にヱ
れ
が
訟
出
に
付
･q
J仰

l
役

の努力
か
傾
注
す
る
こ
.,,
｡

rE1)捕
炭鉱産
に
於
J
て
～.
稀
鮎
の

恩傑
作L1焔
･ぐ
れ
追
揺
り
が
ら
編

*
一J

不成就
な
る
状
洋
二
あ
る
も

以

Y

今後ti
全
駄
拳

け
Y
薪
炭
の

国
内

蔽勢
強
化
即

庵

原
良
縁
起
ち
運
動
に

つ
い

て

奈

良

侶

大
政

袈菜食
奈
良
殿
苛
部

ほ
†
後
も

恕
税的
に

各季
節

.i
度

し
､
夫
々

の女鹿
計
,W
に慕
.1ふ
ハ

豆
､
譜
歩
､

+#'
南

瓜
等を
栽
培

す
る
'
)
1)
｡

(
こ

政
肘
の

聖
蚕

食

粒増産
封

鯨

.
∵
c

J･如
坑
水'
払

止~小
用
鞘
.

水
､
粥
川

~鮎泣
脱

態
等の
土
地

改
良
並
故

紙雑穀
.1二

つ
(,て
は
甘

応
の
格
鞍

t二位･･
全

面的に茸
功

す
る
こ
マし｡

(
ニ
)
今
冬
油

は空茶
虚

塊も利
用
し

て

一
人

l

坤以上
胡

作に俵
つ
Y

良
家
山1
る

TJ非段
強

i1る寸)か
'同

1ミ
サ
1
位

豆~東
宝
､

諒菜
等
-a

無
怨

増産卜粧
貞

-
.
冬
勘

鰐鞍

に
庶

7.るこ
せ
O

三
ー

脱灰勤
労
思
考
の
現
地

(
ィ

)戦

力
相戦
に
摂
り
こ
,
-O
Lト
･C
田

鹿

軒

働の輪軒
に
則
り
各

成
城
~

各
様

城
J各
官
位

.)
に
於

い
て
日

下
勤

労報国
傍

や
結
成
や
町
名
を

以
て

男子ほ
路
十
.g
!偵
以

上
五
十

出
演

揃
の者
~
女
子
_I
浦
十
四
歳

以
ヒ

輔
二十
五
歳
以
下

句末
略
者

は

1

人疲ら
す
何
れ
か
の
I.5
番
租

国
許

に加入
す
る
こ
TJ
｡
促
し
右

入

す一C.J'rJ
有
終
d)
こ
己
｡

(
ロ
)

r千}J
也
も
今
日
で
YLe=
争
S
t

噂
汁しん
A
.
'･J
M.
辞
さ
れ
す
比

の
t

甲溺-･･
必
葛
に
放
し
何
時
如

何

な
｡方面
.
朝
市
に
.L
軒

へ
砧

右

や-不味
よ

和
郎
的
.1
叉
易

現

的_-斡L.1
心
聖

.
る
}J
毅
に
臼j~

綴

iJして
置
く
二
ミ

(
こ

枕賎利
己
､
命
穏
慰
耶
'
自
生

相

田>Vに
依
7
指
烈
久
は
庶
殺
し

た

る着け
法
や
か
に
究
妥
箆
軸
部

留

.F逝出
-
阿
東
の
電
指
.1■広
で

る

こT｡

(
lこ

整地托
せ
蚊
官
用
ス
H-
帖
除
..t･

払
GL端封
命
令
_二
依
り
勤
労
㌫
野

か

整
備で
一Q
･)
寸,
｡

四

~決指
生
緒
の
野
珪

ハ

イ
)琴
P相
砧
に
見
に
･u･+謹
丁
櫓
,5.3

の

砿
掘れ
努
刀
?
〃
'J
駄

り
Y
-

英

の金ュ

右

淑
と

粒

ら

爪
で

､

国

民

左描r決
柁
生
路
に
切
軒
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こ

TJ.ト阿り
区
民
T.f
津
に
飴
力
む

生

せLi.
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･
'qJ
が
項
IF
埠
聡
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p
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･14
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･
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I.｣.i
Lt･

ろ

こ'JO

(
ロ
)
衣
､食
'

佳
生
緒
の
切
F
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t

物

資
の節
約
弘
也
収
'
耶
邪
の
打

破

､偶和
の
改
ti<:叫
を
地
T〟
の
焚

付
.

1帥し
必
で
繋
t
:丁で
る
こ
一)
I.

(
,J

決戦生
晴
の
事
戊
に
俵
り
生
す

る

捻力に
必
ず
国
戊
貯
il,a
.1
溢
向

け

る,JPJJ｡

以

上

ヽ

俄
争
亀
蓮
の
軸
椎
は
閣
内
食
鮎
の
縫

封
的
確
保
に
も
る
即
ち
衆
年
..I_外
米

の
移
入
よ
り
脱
動
し
て
EZ)沸
右
免
じ

て
自
給
す
る
方
針
か
政
府
は
明
示
さ

れ
た
｡
そ
し
て
米
~
夢
t
甘
G
･､
馬

鈴
音
及
雑
穀
禅
を
計
蛋
的
に
輪
距
し

て
~
之
か
綜
今
晩
給
の
形
式
で

l
年

中
を
亜
じ
t･'
配
給
す

る

こ
TJJに

il
｡
申
t･
ま
で
も
セ
-
栂
産
声
L一
暴

虎
に
凡
て
の
創
意
工
夫
rrJ
努
力
に
よ

っ
て
遠
遠
し
'
埠
庫
が
山
林
た
上
t

t
4
1で
も
多
-
配
給
丑
か
坤
-
て
､

耶
銀
銃
碇
右
m
Yi
や
各

の々

職
域
に

於
て
項
関
配
丘
_こ
つ
い
て
ゐ
tQ
4
:区

民
に
食
塩
に
つ
い
て
は
ネ
安
な
し
､

生

元々
先

一
け
い
に
覇
以
っ
て
h,
七

槍
強
を
て
る
.
)
1)
が
政
府
の
妥
謎
で

と
ち
り
国
見
+,J
L
Y
t
盗
む
TJ
J
Jp(

て
み
る
q
然
し
､

&.Vか
招
じ
て
之
か

載
る
亡
き
に
氏
家
は
増
産
.1
懸
命
に

な
り
虫
宗
で
七
い
caも
之
に
岬
だ
J

て
協
力
ye.活
し

ま,11い者
が
大
部
分

で
あ
る
が
中
_こ
け
枝
折
的
_二
又
色
々

の
狩
由
み
申
立
て
ゝ
出
凍
る
均
鹿
み

な
言
鞍
か
つ
た
り
攻
に
配
給
や
ポ
批

L
に
狂
奔
し
て
ゐ
五
番
も
無

,
ミ
t

官
へ
な
い
｡
之
で
は
本
末
古
格
S
-

i1
も
の
で
本
23
の
戦
力
稔
弘
_i-

る

薪
か
､
か
へ
つ
Y
大
手
な
さ
ま
i1
_

に
な
る
所
弼
反
国
無
的
の
者
?)
七
i:Q

の
で
わ
る
｡
そ
こ
で
衆
年
度
の
栂
産

?,
配
給
に
大
4
'七･1
期
待
})
役
割
を
な

t･
も
打
は
礎
の
棉
虎
で
あ
る
'
二
や

目
的
も
速
成
て
る
に
は
差
筋
リ
攻
S
t

事
が
富
山
で
も
TQ
｡

ハ
;
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作
付
面
相
の
縫
針
的
瑞
保
=
各

良
家
Li
旬
tr
.J
ら
れ
i
I宙
な
み
完
全

に
作
付
す
る
二
王
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1)
沌
期
爪
砧
の
実
行
-
作
付
の
藩

勅
か

十
日
お
-
れ
る
ミ

1割
増
収
ミ

Tt
.〇
か
J
必
丁
そ
tbl
地
方
の
適
期
に

作
付
す
る
U
.
I
帯
お
そ
-
Y
と
十
二

人
五
日
迄
に

_ミ

望
J
て
る
こ
,rJ
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ハ
三
)
B..
の
二

つむ式
行-よう
TJ
恩

つ
i
:が
雨
が
ほ
っ
C
1J
か
色
々
の
男

由
で
UJ
に
出
頻
七
か
つ
小卜
七
,.tJ後
で

申
打
か
L
l
i.
な
い
槌
に
勧
め
か
ら
H

矢
1
て
や
る
~
比
り
伯
に
は
色
々
詳

し
い
方
泣
か
役
場
や
鹿
骨
か
ら
婚
示

さ
れ
て
ゐ
LQ
｡

(el)
-
鞍
梼

班

期
周
有
村
O･大
･[･
で

定
め
る
か
LPTt
E
･li.
-
非
良
･:fi
-
打
つ

TJ
l
丸
ミ
一仏
リ
,
)の
勘
間
中
に
作
付

み
琴
1

てるは甲
4
).I)
ち
-
て
叔
4
'

ilL･■‖

(五
)作

付
完
了
も
L
L
‥媒
LL
HJ
撃
作

付
完
JJ
k
が
肢
よ
り
交
付
P
.t
て
円

日
に
払
っ
て
あ
る
が
L之
が
13
っ
て
な

I.･つ
lっ
LL
Lユ
骨
で
協
力
し
tJ
作
付
完

∫

て
る碇
.i
L
･/
紅
さ
寸卜
い
｡
完
了

･q
も
に
T.t
つ
て
ゐ
る
の
で
完
∫
L
L･<

_
l

I:.
ト
H
J
て
ほ
杓
肺
の
上
宝
T
T

も
鼓
の
方
法
,)
課
し
て
Q･
る
｡

以
上
t
.番
ほ
戦
争
に
鍔
つ
発
.･,)
･つ
-

T/
J
木
月
中
に
本
僻
T,
し
て
や
ち
な

島
村
の
Ji
k
』
は
音
さ
時
代
よ
り
各
戸
猫
也
の
L
,中
で
は
無
か
つ
LL
｡
長

巾
1'･s
L手
樽
ひ
ート
T.
1
竜
の
何
行
が
あ
っ
た

村
の
内
の
韓
昭
の
ち
r一
家

の
田
穂
.LI.
I,,J
に
必
ず
光
て
守
停
M_
n
L･･.t{
ら
な
い
所
例
の
あ
っ
た
他
に

村
民
各
自
の

閉'
∵
･
斤
珊

｢
f
同
音

(
-1
の
仕
凍
り
が
あ
っ
た
｡
こ
れ

144
日
本
6
-,7;
々
沌
ヤ
.'亙
っ
て
ー
盲
-
か
ら
tt
t

(爵
)
?)
呼
ば
れ
Y

屈
Li
の
が
そ
れ
t
/
あ
る
J
タ
ユ
t

(
手
ま
)
TJ
･･9
謂
つ
て
t

t
つ
の
作

独
把
払
1,
し
て
､
少
互
,1
努
力
の
私
並
も
ほ
か
る
親
し
み
の
も
ろ
方
接

で
あ
る
｡
こ
れ
.,._
田
植
.L!
?)
か
そ
の
他
良
作
桑
1
か
ぎ
つ
た
書
は
1
-

杭
等
の
方
に
も

Jの
組
h
H･
古
く
弘
く
行
7
れ
て
ゐ
て
浦
や
故
の
名
に

キ
つ
て
盛
っ
て
ゐ
る
｡
由
比
叉
代
田
結
.rJ
い
ふ
斑
ほ
､
田
子

の
清
ミ
相

辞
し
て
方
々
に
も
る
｡
屋
根
茸
の
ユ
ヒ
､
此
〓
諸
の
ユ
七
は
村
々
に
積
っ

て
ゐ
ろ
が
'
地
も
多
.J
O
は
田
摺
り
ユ
七
で
も
,〇
°
同
相
二
は
普
丑
の

経
済
作
鞭
王
ら
か
つ
て
I
や
命
色
々
の
信
仰
の
砿
渉

を
な
し
､
従
っ
て

首
J,
解
式
も
仲

へ
て
も
一t-
の
で
ち
る
｡
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AJ
ダ
な
で
+)
云
ふ
て
椿
に
代

ご
し
ら
へ
LL
ユ
t
i
..～
ふ
退
合
の

み
な

d
iLダ

(掠
田
)
W
呼
/
で
ゐ

る
土
地
が
あ
る
｡
共
の

租
合
に
も
塊
_こ
け
研
食
み
出
し
~
仕
事
の
十
分

て
な
か
っ
た
者
が
~
す
き
チ
の
伝
を
強
ひ
ら
れ
七
.,,)
の
見
習
が
あ
る
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現
在
L
,
･J
山
梨
長
野

地方に
托
盛
ん
に
^
七
で
し
か
tJ-
な
.I,,0.日
ふ
て

亜
ん
に
行
ほ
れ
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あ
る
｡
辞
力
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足
S
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柄
､
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え
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い
方
溝

で
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っ
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戟
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良

中

隊

良

基

炎

変

純

一
､
明
j1+r
l二
月
同
比
笹
枚
か
'林
菓
す

る
も
の

三
~
甘
此
笹
校
生
徒
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し
て
輔
十
五
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現

1_,

由

の
ir.那
大
池
洲
圃
退
役
に
腿
易

の
換
有
利
で
亨
l
の

T
.;
方
法

国
旗
慕
欲

A
骨
鍵
を
r..～:長
･1
持
LS

に
伐
る

こ
,
(郊

女
締
切
十
村

二
十
八
日
)

煎

勇

耶

奈

良
や
接

辞

沸

碁
炎

変

格

一
~
中
称
争
横
車
強
者
'
塁
校
款
串

長
､
陸
軍
恐
怖
彼
尉
官
久
は
下
士

甘
_こ
し
Y
骨

年訓練
に
結
攻
の
有

す
る
17
の

牛

山

I
.
活
二
十
五
放
以
上
C.q.十
食
迄
の

決

戦

怠

(廿
謙
ノ
完
全
活
用
)

鍵

足

技

l
t
甘
払
ノ
利
用

(
イ
)
甘
甜
ナ
生
/
ヤ
ー
ノ
利
用
波

浪
級
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館
~
飴
､
煮
物
､
〆
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､
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寸
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)
切
干
打
摺
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方
津
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バ
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(
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甘
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扮
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詫

バ
y
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滋
子
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ぷ
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だ

ん
ご

(
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)甘
詣
宅
ノ
利
用
潅
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飯
-
バ
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､
す
い
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物
､
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子
､
溝
助
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ホ
)
甘
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梁
柄
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'
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J
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'

二
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1
4
1
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t
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